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要旨 

近年，即時更新性・語彙網羅性に優れたオンライン百科事典 Wikipedia がオントロジー構築のためのリソースとし

て注目を集めている．しかしながら，Wikipedia はユーザ参加型という性質上，厳密な体系化が行われていないため，

オントロジーへ直接結び付けることは難しい．そこで我々はこれまで，Wikipedia から大規模なオントロジー

（Wikipedia オントロジー）を構築する手法を提案してきた．本論文では，これまで構築してきた Wikipedia オント

ロジーの全体像および問題点を紹介するとともに，Wikipedia オントロジーを活用した検索システムの実装について

述べる． 

1. はじめに    
オントロジーの中でも幅広い分野の一般的知識を記述した汎用（言語）オントロジーは，現在では英

語版としては WordNet，日本語版としては EDR 電子化辞書がよく知られており，自然言語処理やセマン

ティック Web 分野における貢献度は高い．しかし，これらのオントロジーは膨大な時間とコストをかけ

て人手で構築されているため，固有名詞も含め，新しい語彙定義への即時対応が難しいのが現状である． 
一方，近年，ハイパーリンクやフィードを活用した半構造化情報資源が広がりをみせている．中でも

即時更新性・語彙網羅性に優れたオンライン百科事典 Wikipedia がその代表例であり，オントロジー構築

のためのリソースとして注目を集めている [1-2]．しかしながら，Wikipedia はユーザ参加型という性質

上，厳密な体系化が行われていないため，オントロジーへ直接結び付けることは難しい．そこで我々は

これまで，Wikipedia から大規模なオントロジー（Wikipedia オントロジー）を構築する手法を提案して

きた [3-5]．本論文では，これまで構築してきた Wikipedia オントロジーの全体像および問題点を紹介す

るとともに，Wikipedia オントロジーを活用した検索システムの実装について述べる． 
 

2. 日本語Wikipediaオントロジー 
日本語 Wikipedia オントロジーを構築するために，我々はいくつかの手法を日本語 Wikipedia（2008 年

5 月時点）に適用し，関連関係，シノニム，クラス-インスタンス関係，Is-a 関係，Infobox トリプル，プ

ロパティ定義域の 6 種類の関係を抽出した． 
 [3]では，Wikipedia マイニングの手法を用いて関連関係を抽出した．また，292,036 のリダイレクトリ

ンクを利用してシノニムの定義を行った．[4]では，約 8,300 の一覧記事に対してスクレイピングを行い，

クラス-インスタンス関係を抽出した．また，カテゴリーツリーに対して 2 種類の文字列照合（後方文字

列照合および前方文字列照合部除去）を適用することで， Is-a 関係を抽出した．[5]では，Infobox のテ

ンプレート名とカテゴリ名の照合を行うことにより，[4]で提案したカテゴリーツリーに対する文字列照

合では抽出できなかった Is-a 関係を抽出した．また，Infobox を持つ記事名，Infobox の項目，Infobox の

項目の値の関係を Infobox トリプルとして抽出した．最後に，Infobox のテンプレート名をクラス，Infobox
のテンプレートの中で定義されている項目（属性）名をプロパティとみなして，プロパティ定義域の抽

出を行った．表 1 にこれまで構築してきた日本語 Wikipedia オントロジーの各関係数を示す． 
 図 1 に日本語 Wikipedia オントロジーの全体像と問題点を示す．現状の日本語 Wikipedia オントロジー

には主に五つの問題点がある．一つ目は，クラス階層の上位層において，Wikipedia のカテゴリーツリー 
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 関連関係数 1,030,444 クラス-インスタンス関係数 331,535 
シノニム数 292,036 Infobox トリプルの数 511,146 
Is-a 関係数 9,970 プロパティ定義域の数 9,644 

表 1. 日本語 Wikipedia オントロジーの各関係数 

 
 
 
からは上位概念を抽出できていないという問題である．これについては，日本語Wikipediaオントロジー

と既存の上位オントロジーや日本語WordNet1を統合することにより解決することを考えている．二つ目

は，クラス階層における中～低位層において，著名なインスタンスを持つクラスしか抽出できていない

という問題である．これについては，目次見出し等に着目した新たなIs-a関係構築手法を検討している．

三つ目は，クラス階層がハイブランチ構造になっているという問題である．Wikipediaのカテゴリには「日

本の～」や「～出身の人物」など，過剰なカテゴリ分類が行われているため，カテゴリツリーからクラ

ス階層を構築した場合に，ハイブランチ構造になってしまう．これについては，「日本の」や「～出身」

など，クラス名の一部分を属性として定義することによって，ハイブランチ構造を解消することを検討

している．四つ目は，インスタンスが定義されていないクラスがあるという問題である．現在，一覧記

事名から獲得したクラスについては，インスタンスが定義されているが，それ以外のカテゴリツリーか

ら獲得したクラスにはインスタンスが定義されていないものがある．これについては，インスタンスが

定義されていないクラスについて，クラスの元になったカテゴリに属する記事の中からクラス-インスタ

ンス関係となる記事を見つける方法を検討している．五つ目は，一覧記事名から獲得したクラスがカテ

ゴリーツリーから構築したクラス階層と融合されていないという問題である．これについては，一覧記

事名から獲得したクラス名とカテゴリーツリーから獲得したクラス名を文字列照合により結合する方法

を検討している． 
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図 1. 日本語 Wikipedia オントロジーの全体像と問題点 

3. 日本語Wikipediaオントロジー検索システムの実装 
 本研究では，日本語 Wikipedia オントロジーを検索するためのシステムを実装した．本章では，システ

ム構成，サーバーサイドプログラム，検索インターフェースについて述べる． 
3.1. システム構成 
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図 2. 日本語 Wikipedia オントロジー検索システムの構成 

  図 2 に日本語 Wikipedia オントロジー検索システムの構成を示す．日本語 Wikipedia オントロジー検

                                                           
1 http://nlpwww.nict.go.jp/wn-ja/ 
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索システムは，日本語 Wikipedia オントロジーデータベース (DB)，サーバーサイドプログラム，検索イ

ンターフェースの三つから構成される． 
 日本語WikipediaオントロジーDBは，Jena Semantic Web Framework for Java（以下，Jena）2のAPIを用い

てあらかじめOWL (Web Ontology Language)形式の日本語Wikipediaオントロジーおよびインスタンスを

MySQLに格納している．（現在，Is-a関係およびクラス-インスタンス関係のみを格納している） 
 サーバーサイドプログラムは，Java Servlet，JSP，Jenaを用いて実装し， Apache Tomcat上で動作して

いる．サーバーサイドプログラムは，クラスおよびインスタンスを識別するURIにアクセスがあった場

合に，エージェント向けのLinked Data3を生成し，返す機能を実装している． 
 検索インターフェースは，ExtJSライブラリ4を用いて実装されている． 検索インターフェースでは，

はじめにユーザが検索キーワードを入力すると，キーワードに関連する日本語Wikipediaオントロジー内

のクラスまたはインスタンスを識別するURIに変換する．サーバーサイドプログラムでは，検索インタ

ーフェースから問い合わせのあったクラスまたはインスタンスに関連するステートメントを日本語

WikipediaオントロジーDBに問い合わせて，RDF/XMLデータおよびJSONデータを返す．検索インターフ

ェースは，サーバーサイドプログラムから返されたJSONデータを元に，テーブルやツリーの構造で

Wikipediaオントロジーのクラスおよびインスタンスにおけるステートメントや階層関係を表示する．ま

た，ソースコードとしてRDF/XMLデータを表示することもできる． 
 以下では，サーバーサイドプログラムと検索インターフェースの詳細について説明する． 
 
3.2. サーバーサイドプログラム 
 サーバーサイドプログラムは以下の仕様に従って，日本語 Wikipedia オントロジー内のクラスまたはイ

ンスタンスに関する RDF/XML データ，JSON データ （テーブル用とツリー用），HTML ページを返す

ように実装した．クラスを表す URI にアクセスすると，クラスのラベル，Wikipedia カテゴリページへの

リンク （foaf:page プロパティの値），対象クラスからルートクラスまでのパス，対象クラスに属するイ

ンスタンスを含むデータが取得できる．インスタンスを表す URI にアクセスすると，インスタンスのラ

ベル，Wikipedia 記事へのリンク（foaf:page プロパティの値），対象インスタンスが属するクラス，対象

インスタンスが属するクラスからルートクラスまでのパスを含むデータが取得できる．クラスまたはイ

ンスタンスを表す URI にアクセスすると，HTTP Request Header の Accept の値によって，ブラウザから

のアクセスかエージェント（コンピュータプログラム）からのアクセスかを識別し，人間向けの HTML
ページまたはエージェント向けの RDF/XML および JSON データを返すようにしている． 
・ クラスまたはインスタンスを表す URI: 

http://(ホスト名)/wikipedia_ontology/(class|instance)/(クラス名|インスタンス名) 
・ RDF/XML データを返すURL 

http://(ホスト名)/wikipedia_ontology/(class|instance)/data/(クラス名|インスタンス名).rdf 
・ JSON(テーブル用またはツリー用)データを返すURL 

http://(ホスト名)/wikipedia_ontology/(class|instance)/json_(table|tree)/(クラス名|インスタンス名).json 
・ HTML ページを返す URL 

http://(ホスト名)/wikipedia_ontology/(class|instance)/page/(クラス名|インスタンス名).html 
 本システムでは，上記 URI の(class|instance)の後に rdfs_inference を追加することで，RDFS 推論ルール

により導き出されたステートメントの集合に対して，クラスおよびインスタンスを取得することができ

るようになっている．例えば，現状の日本語 Wikipedia オントロジーでは「アナウンサー」クラスには直

接インスタンスが定義されていない．しかし，「アナウンサー」クラスの下位クラスにはインスタンスが

定義された「日本のアナウンサー」クラスなどが定義されているため，「 http://(ホスト

[]-3 

                                                           
2 http://jena.sourceforge.net/ 
3 http://linkeddata.org/ 
4 http://extjs.co.jp/ 
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名)/wikipedia_ontology/class/rdfs_inference/data/日本のアナウンサー.rdf」にアクセスすることで，「アナウ

ンサー」クラスのインスタンスを取得することが可能となる． 
 
3.3. 検索インターフェース 
 図3に検索インターフェースのスクリーンショットを示す．図3上部の検索窓にキーワードを入力し，

検索オプションとしてクラスまたはインスタンスを選択し，検索ボタンを押すことによって，検索結果

が画面上に表示される．「推論モデルの利用」にチェックを入れることによって，RDFS 推論ルールによ

り導き出されたステートメントの集合に対して検索を行うことができる．図 3 左側にはクラス階層およ

びインスタンスが表示される．図 3 中央には，クラスおよびインスタンスに関連するステートメントの

リストが表示される．また，複数のクラス名をスペース区切りで検索窓に入力することにより，指定し

た複数のタイプを持つインスタンスを検索することも可能となっている． 

クラス階層とインスタンス

検索窓および検索オプション

クラスおよびインスタンスに関連する
ステートメント

 
図 3. 検索インターフェースのスクリーンショット 

4. まとめと今後の課題 
 本論文では，日本語Wi ipediaオントロジーの全体像および問題点を紹介するとともに，日本語Wikipedia
オントロジーを活用した検索システムの実装について述べた．今後の課題として，2 章で述べた日本語

Wikipediaオントロジーの問題点を解決していく予定である．また，RDFクエリー言語SPARQL

k

                                                          

5などを用

いてInfoboxトリプルの検索なども可能にすることにより，Wikipediaコンテンツの分析ができるように検

索システムを改良していきたいと考えている．なお，日本語Wikipediaオントロジーおよび検索システム

は，SourceForge.jp6にて公開する予定である． 
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